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環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集
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そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す
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Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください
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※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー
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逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。
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Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー
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＂森＂と触れ合う
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Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜
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環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域
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感想を送る
記事の感想をお聞かせください
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撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー
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逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月
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環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！
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※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています

〝
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業
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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みどりの食料
システム戦略

2026 年 10 月
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月

公式 Instagram 10 月号トップへ
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2
VOL.

環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています
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業
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月

公式 Instagram 10 月号トップへ
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2
VOL.

環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています

〝
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業
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成

2003 2008 2013 2018 2023 2024

0

25

75

100

125

150

（10億ユーロ）

（年）

50

廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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逸品発見！ 
農水省みやげで人気

「有機あられ」

2026年10月号 みどりの食料システム戦略 「有機農業」をもっと身近に 6



みどりの食料
システム戦略

2026 年 10 月
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月

公式 Instagram 10 月号トップへ

「
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2
VOL.

環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています

〝
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業
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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逸品発見！ 
農水省みやげで人気

「有機あられ」

2026年10月号 みどりの食料システム戦略 「有機農業」をもっと身近に 7
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月

公式 Instagram 10 月号トップへ
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2
VOL.

環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気

「有機あられ」

2026年10月号 みどりの食料システム戦略 「有機農業」をもっと身近に 8
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月

公式 Instagram 10 月号トップへ
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2
VOL.

環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月

Column

逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています

〝
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成

2003 2008 2013 2018 2023 2024

0

25

75

100

125

150

（10億ユーロ）

（年）

50

廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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農業

1
VOL. 〝

知
る
〟か
ら
始
め
る

 「
み
ど
り
の
食
料

 

シ
ス
テ
ム
戦
略
」

記事を読む

生物多様性で未来へつなぐ農業の今

3
VOL.

農業 地域

生
き
物
と
と
も
に

環
境
を
育
む

ふしちゃんファーム 

代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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逸品発見！ 
農水省みやげで人気

「有機あられ」

2026年10月号 みどりの食料システム戦略 「有機農業」をもっと身近に 9



みどりの食料
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暑さに向き合う
～進む日本の農業～

特集

広がる「中食」暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 6 月2026 年 7 月

公式 Instagram 10 月号トップへ

「
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業
」を

も
っ
と
身
近
に

2
VOL.

環境意識の高まりで拡大する有機食品市場。生物多様性を守る有機農業の役割や、

有機に関する一定の基準に従って生産されたことを証する「有機 JAS 認証」の仕組みについて、

国内外の注目状況も含めわかりやすく解説します。

知って、選ぶ
有機農業の最新事情

農業 地域

10 月号トップへこの記事をプリントする

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝せきぐちみほ

撮影＝田子芙蓉

撮影＝安田有里

画像提供＝ふしちゃんファーム

撮影＝小林禎弘

※食堂や売店は一般に開放されていますが、

入館には、庁舎入口での入館手続きが必要です。

スーパーなどで目にする「有機」「オーガニック」の表示。

その言葉自体は広く知られているかもしれませんが、実際の

生産方法や認証制度については意外と知られていないのでは

ないでしょうか。有機農業の特徴や国内外の市場動向を通し

て、その現在地を見ていきましょう。

*　*　*
有機農業とは、化学的に合成された肥料や農薬を原則使用せ

ず、遺伝子組換え技術を利用しないことを基本に、農業生産

による環境への負荷をできる限り減らす農法です。堆肥や植

物由来の有機物を活用した土作りを行うことで、土壌生物が

増え、土壌の機能が維持・発揮されます。さらに、堆肥など

に含まれる植物由来の炭素が土壌に蓄積されることにより、

間接的に大気中の二酸化炭素が削減され、地球温暖化の防止

に寄与すると考えられています。また、昆虫やクモ、カエル、

鳥類など、田畑に棲む多様な生き物の生息環境を守る上でも

有効です。日本では古くから有機農業への取り組みが続けら

れており、1999 年の「JAS 法」の改正による有機農産物の

認証制度の導入、2006 年の「有機農業推進法」の制定を機に、

表示のルールや国の推進方針が整備され、需要と生産の両面

で広がりを見せるようになりました。現在では、自然環境と

調和しながら、将来にわたって食料を生産していく方法とし

ても注目されています。

自治体が主体となり、地域ぐるみで有機農業に取り組む「オー

ガニックビレッジ」。この取り組みは、全国 168 市区町村

（2026 年 8 月）まで広がっています。

*　*　*
かつての有機農業は個々の農家による取り組みが中心で、地

域に広がりにくいという課題がありました。そこで農林水産

省は、「みどりの食料システム戦略」（2021 年策定）のひと

つとして、地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫し

て取り組むオーガニックビレッジを推進。自治体がオーガ

ニックビレッジ宣言を行うためには、（1）地域における今

後の有機農業取組方針等をまとめた「有機農業実施計画」を、

みどり交付金※の採択を受けて策定すること、または、（2）

認定制度により農林水産省からの計画認定を受けること、と

いった 2 つの方法のうち、どちらかを実行する必要があり

ます。宣言を契機に、有機農業が行われていなかった地域で

新たな産地づくりが進んでいる事例や、消費地の自治体と連

携して有機農業を推進する事例も生まれて、取り組みの広が

りを見せています。農林水産省では、さらなる有機農業の拡

大に向けて、「2030 年までにオーガニックビレッジ 200 市

区町村の創出」を目標に取り組みを推進しています。

有機栽培は手間やコストがかかり、安定した収量と利益の

確保が難しいとされます。その課題に、設備や技術への投

資と経営の視点で向き合う、茨城県つくば市の「ふしちゃん

ファーム」を訪ねました。

*　*　*
小 松菜やほうれん草、ロメインレタス、いちごなどを有機

栽 培する「ふしちゃんファーム」。代 表の 伏田直 弘さんは、

大手外食チェーンで農場の立ち上げや野菜の仕入れを経験

した後、金融機関で農業融資を担当し、2015 年に就農し

ました。有機栽培は、農薬や化学肥料に頼らないぶん、病

害虫への対 策に手間がかかり、収穫 量も安定しにくいとい

われます。さらに、手間やコストをかけても、それに見合う

価格で売り続けられるとは限りません。一方、仕入れの現

場では、有機野菜を求める声があっても、必要な量を揃え

にくいという課 題がありました。そこで伏田さんは、「品質

のよい野菜を必要な量だけ安定して届けられれば、有機農

業は利益を生む仕事になる」と考えました。
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有機 JAS マークは信頼の目印

店頭で見かける有機 JAS マークは、国の基準である有機

JAS に沿って生産された農産物などであることを示したもの

で、認証された事業者のみに使用が認められています。有機

JAS マークが付いているものでなければ、商品に「有機」「オー

ガニック」と表示して販売することはできません。認証を受

けるには、登録認証機関の検査を受け、生産方法や記録の管

理体制などの基準を満たす必要があります。有機農産物の場

合、農薬や化学肥料の使用を避けることを基本として、種ま

きや植え付けの前から原則 2 年以上、禁止された農薬や化

学肥料を使っていない田畑で栽培すること、使用禁止資材の

飛来・流入を防ぐこと、遺伝子組換え技術や放射線照射を利

用しないことなどが条件になります。認証後も記録を残して

基準を守るなど、厳しい要件を満たし続けなければなりませ

ん。このように、有機 JAS マークは信頼の証しであり、消

費者が商品を選ぶ際の目印となるのです。

生産者の取り組みを町が全面サポート

認定制度を活用したオーガニックビレッジ第 1 号となったの

が、 三重県の多気町です。きっかけは 18 年前、地元スーパー

が「直売コーナー」をつくるにあたり、有志の農家およそ 30

人が地元産野菜の出荷を始めたことでした。しかし、10 年

ほどすると生産者の高齢化により出荷量が減少し始めます。

当時の町長が有機農業の推進を掲げたこともあり、2017 年

に有志 25 人が有機栽培に着手。2019 年には町の予算で「有

機農業推進プロジェクト」が発足し、生産者団体「たき 土力

（どりょく）の会」が誕生しました。さらなる転機となったの

は 2021 年、きのこ生産・販売のホクト ( 株 )（本社 長野県）

の多気町への工場新設でした。きのこ栽培の菌床は 1 回ごと

に廃棄されますが、それを格安で引き取り堆肥化。低コスト

で持続可能な有機農業のスキームを確立できました。

生産者・企業・自治体が協力し消費者に届ける

多気町のオーガニックビレッジの取り組みでは、生産者団体

の「たき 土力の会」、地元企業ホクト三重第一きのこセンター

や地元スーパーなどの企業、そして町が協力し合うことで、

学校給食や町内飲食店、そして各家庭に有機野菜を届けてい

ます。有機野菜はどうしても価格が高くなりがちですが、「格

安で廃菌床を入手して堆肥をつくれるので、そのぶん生産コ

ストが抑えられます。スーパーでも普通の野菜とそれほど変

わらない値段で販売しているので、地元のみなさんにも食べ

てもらいやすい」と、「たき 土力の会」の北川清生（きよお）

さんは語ります。月 10 回提供している学校給食では、「学

校で子どもたちから直接 “ おいしかった ” と言われるのが励

みになっていますね」と同会の小川忠康さんは笑顔を見せま

す。多気町でも、さらなる有機野菜の普及を目指し、菌床堆

肥づくりの研修会を実施。「有機栽培に取り組む農家戸数を

2025 年の 33 人から 2030 年には 100 人にするのが目標で

す」と多気町・髙瀬修平さんは展望を語ります。

ビジネスとして安定した収益を

就農当初に借りたのは、水はけが悪く、長い間使われていな

かった農地でした。栽培経験も十分ではなく、種をまいても

思うように育たないなど、失敗の連続だったそうです。そこ

で伏田さんは、有機野菜を安定してつくれない原因をひとつ

ずつ検証。「有機栽培は手間がかかるといわれますが、設備

投資をし、防虫ネットや防草シートなどを整え、病害虫を防

ぐ仕組みをつくれば、安定的に収益化できます」と言い切る

までに。さらに国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構（通称：農研機構）の実証圃場として、有機栽培の技

術開発に協力。害虫の侵入を防ぐ方法や天敵を活用する方法

など、複数の対策を組み合わせた病害虫管理に取り組みまし

た。販売面では、需要の高い小松菜の生産量を増やすととも

に、夏場に小ぶりの白菜を供給するなど、消費者ニーズに応

じた生産に取り組み、量販店や生協などに出荷。作業手順を

統一し、ハウスごとの収穫量を記録することで、無駄を減ら

しながら生産性を高め、品質と供給量の安定を収益につなげ

ています。

拡大を続ける国内外の有機市場

有機食品の市場は、国内外で拡大を続けています。世界の有

機食品売上高は、2003 年の 196 億ユーロから 2024 年に

は 1,449 億ユーロとなり、約 7.4 倍に成長。日本の市場規

模も、消費者アンケートなどを基にすると、2009 年の 1,300

億円から 2025 年には 3,595 億円へ推移しています。背景

には、有機食品専門のスーパーマーケットや大手量販店・飲

食店の増加、EC サイトや生協の直販など販売経路の広がり

があると考えられます。有機食品は、自分や家族のためだけ

でなく、生物多様性の保全や持続可能な食料生産を支える選

択肢のひとつでもあります。こうした価値への理解が深まる

ことで、今後も市場の裾野が広がっていくことでしょう。

みどり認定を活用し、有機いちごに挑戦

伏田さんが新たに挑んだのが、栽培が難しいとされる有機い

ちごです。生産量を増やすにはハウスの増設が必要なため、

税制・融資特例の措置を受けることができる「みどり認定」

を活用。無利子の農業改良資金を利用して、いちご用ハウス

を整備しました。栽培では、葉物野菜で培った害虫をハウス

内に入れない工夫を基本に、紫外線を照射する技術などを導

入。「有機野菜づくりで培ってきた技術を組み合わせ、栽培

の仕組みをつくりました」と伏田さん。現在は国内での販売

に加え、米国を中心とした海外への輸出も見据えています。

その課題となるのが、収穫時の鮮度を長く保つ技術です。鮮

度を維持できれば、天候に左右されやすい農産物の安定供給

に役立つだけでなく、船便の利用によって輸送コストも抑え

られます。有機野菜を世界へ届けるため、伏田さんの挑戦は

続きます。

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載 バックナンバー

自然の力で生産した
作物を認証

持続可能な
有機農業を

高品質・適正価格・
安定供給を目指して

＂森＂と触れ合う
2026 年 8 月
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逸品発見！ 
農水省みやげで人気「有機あられ」

東京・霞ヶ関にある、農林水産省（以下、農水省）の庁舎

地下には、有機農産物にこだわった定食等を提供する「あ

ふ食堂」や、書店やコンビニ、売店（農林生協）など、職

員や関係者以外でも利用できる店舗が並んでいます。売店

には全国各地のめずらしい特産品や、ここでしか買えない

限定品もあります。中でもおみやげとしておすすめなのが、

みどりの食料システム戦略と有機農業の PR にと、2023 年

より販売をスタートした「有機あられ」。有機米や有機醤油

等の有機原材料を使用して製造された有機 JAS 品で、農水

省限定販売の商品です。味は、あおさのりを練り込んだ「ア

オサあられ」、パリッとした海苔の「深川巻」、有機玄米を

使用した「GENMAI」の 3 種類。農水省の若手職員が考案

したパッケージデザインも「米」「庁舎」「人」の 3 種。農

水省にお立ち寄りの際は、ぜひ地下売店でチェックしてみ

てはいかがでしょうか。

「ふしちゃんファーム」

つくば農場（本社／茨城県つくば市）と常陸太田農場（茨城県常陸太田市）で有機栽培を行う。

高品質・適正価格・安定供給を重視した、持続可能な農業経営に取り組んでいる。

特に人気は

「庁舎」デザイン

味もパッケージデザインも 3 種類！　

箱詰め（6 個）も可能です。

手のひらサイズのミニ白菜「わわ菜」の栽培。暑さや病害

虫にさらされる期間を減らし、通常より小さいサイズで早

めに収穫し、通年出荷につなげている。

未経験から有機米栽培に挑戦し、現在は有機転換期 3 作

目。雑草対策に試行錯誤しながら、収穫米のすべてをつ

くば市の学校給食へ届けている。

農業は、 利益を確保して

続けることが大切

病害虫対策は

IPM（総合的病害虫・雑草管理）が重要。

僕らが失敗と成功を繰り返し得た

知見を発信し、

農業の発展につなげたいですね

有機栽培だから虫食いがあって

当たり前ではありません。 消費者は、

有機栽培にも慣行栽培の野菜と

同じ品質を求めています
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有機 JAS マークは、太陽と雲と植物をイメージしたマーク

です。農薬や化学肥料などの化学物質に頼らないことを

基本に、自然界の力で生産された食品として認定し、農

産物、加工食品、飼料、畜産物および藻類に付けられて

います。消費者にとっては、商品購入の際の選択肢のひと

つとしても役立ちます。

世界の有機食品売上の推移（2003〜2024年）

出典＝農林水産省農産局「有機農業の取組拡大に向けて（2025）」資料より、
編集部作成
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廃菌床を格安で入手してつくる

有機野菜は、 価格的にも購入

しやすいんです

子どもたちが 「おいしい」 と言って

くれるのが何よりうれしいですね

ホクトから入手する廃菌床。町では、研修用に菌床堆肥

づくりの場を用意している。

保育園での給食の様子。「たき 土力の会」が生産した野

菜などは、多気町内の小中学校や飲食店でも利用されて

いる。　画像提供＝多気町

「たき 土力の会」の生産者のみなさん　画像提供＝たき 土力の会

地元スーパーにある、「たき 土力の会」の有機野菜コーナー。

「たき 土力の会」の有機野菜を示すオリジナルシールが目印。

発酵した菌床はふかふかして手で触ると熱いほど。3 か月

かけてかき混ぜて均一にしながらゆっくりとこの状態ま

でに仕上げる。

たき 土力の会

北川さん

たき 土力の会

小川さん

柔らかく⽢い

有機栽培の

なす

2026年10月号
みどりの食料システム戦略

ジビエの
新しい価値

2026 年 9 月
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代表  伏田直弘さん

※みどりの食料システム戦略推進交付金、及びみどりの食料システム戦略緊急対

策交付金

たき 土力の会

長谷川さん栽培

2024年

1449億ユーロ

＂有機農業＂って
なんだろう？

有機農産物の
安定供給を技術で実現

地域で取り組む
「オーガニックビレッジ」
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2026年10月号 みどりの食料システム戦略 「有機農業」をもっと身近に 10


